	プレイスキル
　　　　————意味のある遊びを教える————

　　　　　　　　　　ｂｙ　絵子
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プレイスキルというのは、簡単に言うとおもちゃで遊んだりするスキルのことです。健常の子供は遊びからいろいろなことを学ぶと言われていますが、自閉症児だって同じように意味のある遊びをすることがすごく大切なのです。ただし、自閉症児の場合、自分からおままごとをしたり、電車ごっこをしたりすることは少ないですから、言葉の訓練と同様にプレイスキルも大人が教えてあげないといけないのです。そうすることで、一人でいる時間を漫然と過ごすのではなく、何か意味のあることをして過ごすようにしてあげられるのです。

ここには、ムッチーが２歳半〜３歳の時にセラピストのテリーさんから習ったものを中心に書いてありますが、プレイスキルについても、言葉と同様にＡＢＡを使って教えます。順番としては、最初は決まった形のものを手取足取りで教えます。回数を経る毎にだんだんと手助けを減らしていき、最終的には一人で、またはピアといっしょに遊べるようにします。ムッチーはひとつのプログラムを、場合によっては数ヶ月〜半年をかけて行いましたから、プレイスキルはゆっくりと時間をかけて行うプログラムのようです。

	１．電車ごっこをする

２．おままごとをする

３．お絵かきをする、その１
            （色塗り）

４．お絵かきをする、その２
            （まねして書く）

５．はさみ、のり、ねんど、筆を使う
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	ＨＯＨ
ハンド・オーバー・ハンドの略。セラピストが子供の手を取って目的の行動をさせること。文字通り手取足取り


１．電車ごっこをする
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	レールの形にもいろいろあり、プラレールはたくさん種類があって手頃ですが、レール同士をくっつけるのに力がいる場合も。小さい子は左側の木のものがやりやすいです（BRIO、ラーニングカーブ、インターネット通販あり）電車は電池で動く式でも、動かない式でもどちらでも使えます。遊びのあとは自分で片づけを。プラスチック製の衣装ケースにレールをしまうようにさせるといいです。


	ステップ　１
	毎回同じもので、同じシナリオで行う



	ステップ　２
	できるようになったら、違うシナリオをはじめる

	ステップ　３
	３〜４種類くらいシナリオをつくる


	レールを置いて
	完成〜！！
	電車を走らせよう
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＜ポイント＞完成したことがわかるように工夫する


（例）電車のスイッチを入れて動かしてあげる


（例）完成とともに音楽をかける（「線路はつづくよ…」）。

音楽が鳴っている間だけ電車を走らせる。

音楽が終わったらおしまい。

レールをつなぐには、一目で完成型がわかる丸型からはじめるのが無難です。バックワード・チェイニングによって完成型に近いところからはじめます。完成したら、強化子とほめ言葉で大げさにほめますが、線路を作っている途中にもときどき強化子（一口大の食べ物）をあげて励ましてあげましょう。

	１日目
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	４日目
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	６日目
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	?日目
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	子供が理解しにくい時は、レールの裏と、下の紙に数字を書いて、マッチングさせるといいです。
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この間、プロンプト（手助け）は、ＨＯＨから指さしへ減らしていきます。最終目標は一人で完成できること。その後、強化子の除去、日常生活での般化へとゆっくりゆっくり進みます。

２．おままごとをする
基本は電車ごっこと同じです。順番としては、シナリオを決め、毎回同じ道具で、同じシナリオで行い、プロンプトなしでもできるようになったら違うシナリオに移る、です。下の（例）には言葉を入れていますが、基本は音声模倣で教えます。もちろん、音声なしでもいいです。

例１）おもちゃのポットから２個のカップにお茶を注ぐ。相手に１個を渡し、「ママ、どうぞ」と言う。「いただきます」声かけと同時にお茶を飲む。

例２）ステーキを焼く。フライパンにステーキをのせて、フライ返しでひっくり返す。お皿に移して「できあがりました」と言う。（セラピストは食べるふりをする）次に役割を交代する。

例３）赤ちゃんにミルクをあげる。ほ乳瓶を渡すときに「おなかがすいてるみたいねー」と声かけ。
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	　　　いずれの例でも、プロンプトはＨＯＨで始めて、徐々に減らしてゆき（フェーディングと言う）、最終的にはプロンプトなしでできるように持ってゆきます。強化子には食べ物を使い、それも最後には無くしていきます。

　　　おままごとには、限りなく多くのシナリオが考えられると思いますので、いくつか似たようなシナリオをやったら、違うおもちゃでやったり、シナリオ同士をつなぐなどして、発展性を持たせるようにします。

	
	


３．お絵かきをする、その１（色塗り）

子供によると思いますが、お絵かきそのものを教えるよりも、色塗りを先に教える方がやりやすいようです。なぜなら、決まった範囲を塗りつぶす作業は、かっちりしたことが好きな自閉症の子供にとってわかりやすいことだからです。このプログラムも、一日一回くらいのペースでゆっくり指導します。

塗り絵は、他の遊びと同様、ＨＯＨで教えます。用意する物は、塗り絵（同じのを１５枚くらい）、クレヨン、塗り絵の完成品です。まず、クレヨンを渡して、好きなところを自由に塗らせます。この際、色はなんでもＯＫで、はみ出してもかまいません。徐々に塗り絵の一カ所だけを塗るように誘導していきます。強化子や言葉で褒めてあげながら、一カ所でいいから枠の中を塗りつぶすことを教えます。電車ごっこの例と違って、塗り絵は毎回完成させる必要はありません。途中でやめていいです。

次に、プロンプトを減らしてゆき、自力で２、３カ所を塗るようになってきたら、塗り絵の完成品を見せながら、決まった色で塗るように指示していきます。（その色のクレヨンを渡します）このように、何回も同じ塗り絵でトレーニングして、枠の中が塗れるようになったら、別の塗り絵にもチャレンジ！塗っている途中に節目節目で強化子をあげますが、この場合も食べ物が便利だと思います。

実は、市販の塗り絵は細かすぎることが多く、あまり適したものがみつかりません。ぜひ、幼児用の簡単なものを、さらに拡大コピーするなどして使ってみてください。お粗末ながら、このレジメのあとにも一つ付けておきました。塗る部分は、一カ所５ｃｍ四方くらいになるのが適当だと思います。色塗りは音を立てずにできて、病院での待ち時間、電車での長距離の移動などに、ちょっとした待ち時間をつぶすのに最適です。ぜひトライしてください。
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４．お絵かきをする、その２（まねして書く）
	小さい子にとって、円を書くのは難しいので、順番は、縦の線、横の線、十字、斜めの線、そして円、でやります。そしてその後、これらの組み合わせで、四角や三角、簡単なアルファベット（ＴやＶ）、簡単な人の顔や、花、自動車、家などへと移っていきます。やり方は、ＨＯＨから徐々にフェーディングしていき、一人できるように持って行きます。声かけは、「まねして」「まねして描いて」など。将来、文字や数字をまねして書くためにもぜひ習得させたいですよね！
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５．はさみ、のり、ねんど、筆を使う

これらは幼稚園や保育園で必須になってくるので、事前に教えておくのがベターです。手先の感覚が過敏な場合、のりやねんどはとてもいやがると思いますが、強化子を使いながら少しずつやっていくと、最初の抵抗が嘘のように好きになってきたりするので不思議です。はさみは、まずパー・グーの繰り返しを動作模倣で教えた後、実際にはさみを持たせて、紙の周りをフリンジみたいに切らせるところから練習をします。

プレイスキルのプログラムを行う前、ムッチーはよく物を一列に並べたり、自動車の車輪を指で回したりしていました。しかし、健常の子は、ある時期からそういう遊びはやらなくなるものです。少し話しは変わりますが、多くの大人は、人生の大半を誰かに指示されて何かをやっているわけではなく、自分で何をして時間を過ごすかを決めています。これは自閉症の大人についても同じです。自閉症の人が有意義に余暇を過ごすために（１）趣味をみつけること（２）その趣味が社会的にＯＫであることが大切だそうです。このことは、私が関わった日米の療育関係者すべてが言っています。幼児期に行うプレイスキルの延長線上にはこんなことも含まれるようですので、たかが遊びと侮らず、ぜひ積極的に取り組んでいただけたらと思います。
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